
 
平成 22 年度認定 

 

 

氏名 黒田 正彦（くろだ まさひこ） 昭和 20 年生 
住所 山形県米沢市 
分野 うこぎ（ヒメウコギ） 

技術の内容と 
活動状況 

 置賜地域の伝統的食材でそれまでは生垣から採取し、自家消費する用途であった「うこぎ」
を 30 年前から出荷販売するために栽培を始めた先駆的生産者。   

 技術の特徴は、年間数回、枝を刈り払う栽培体系の確立により、新芽、生葉及び新梢の全て
の生産形態を長期間に亘って効率的な生産を可能にし、また、ハウス栽培の導入により露地
栽培に比べ１か月前進生産を実現させた。  

 栽培法は、米沢市が作成した「うこぎ栽培指針書」を通じて公開され、伝承・普及を図って
おり、現在は、用途に応じた系統選抜に取り組む。  

 現在、新梢の栽培普及を目的に設立された「うこぎ栽培研究会」の会長として、 栽培技術の
普及、生産拡大に取り組む。  

相談・指導に 
応じられる分野 

うこぎ（ヒメウゴキ）について、新芽、新梢及び生薬の生産に関する栽培技術（増殖から育
苗、定植、肥培管理、収穫等）の指導を行う。 
 また、出荷の方法、消費者や実需者の要望（出荷時期、品質等）への対応に関する相談、助
言を行う。 
 栽培研修会の講師可。現地指導可（ただし、遠隔地は除く）。 

国・都道府県・ 
中央団体等の 
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